
第３回 アドバイザリー会議

■日時 １１月２８日（金）１６：００～

■場所 災害対策本部室

日向市立図書館複合施設整備アドバイザリー会議
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会次第
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１ 出席者紹介

２ これまでの経緯
➢ アドバイザリー会議
➢ 議会報告
➢ 市民参画
・日向ラボ・ラボ
・新しい図書館を語る会

３ 策定作業の進捗状況
➢ 図書館・生涯学習チーム
➢ 子育て支援チーム
➢ 複合施設チーム
➢ 事業手法チーム

４ 議事
（１）ビジョン・コンセプトについて
（２）子ども・若者の居場所について

５ 今後のスケジュール



２ これまでの経緯
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２ これまでの経緯
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８月 ８日～１０日 第２回日向ラボ・ラボ（移動遊び場、移動図書館など）
１２日 第２回図書館・生涯学習チーム会議
２２日 第２回子育て支援チーム会議
２６日～２９日 先進地視察（新潟・岐阜方面） 図書館・生涯学習チーム
２７日～３０日 先進地視察（福島・栃木方面） 複合施設チーム

９月１８日 第３回子育て支援チーム会議
２４日 第２回アドバイザリー会議
２５日 第３回図書館複合施設整備庁内検討委員会
２７日 第３回日向ラボ・ラボ（中高生が行きたくなるカフェづくり体験）

１０月 ７日 議会全員協議会
１０日 意見交換会（ＰＴＡ協議会）
１５日 意見交換会（陶芸クラブ、シャルウィダンス、ヴァイオリン教室）
１６日 意見交換会（木挽き歌実行委員会）
２１日 意見交換会（文化連盟）



２ これまでの経緯
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１０月２４日～２５日 先進地視察（図書館総合展、仙台メディアテーク）
２７日 サウンディング調査（５事業者）
３０日 意見交換会（混声合唱団／市内保育園、幼稚園等）
３１日 意見交換会（牧水顕彰会）

１１月 ４日 第３回図書館・生涯学習チーム会議
６日 サウンディング調査（３事業者）

１０日 サウンディング調査（１事業者）
１２日～１３日 先進地視察（熊本・福岡方面）
１７日 第４回図書館・生涯学習チーム会議

第２回事業手法チーム会議
１８日 第２回複合施設チーム会議
２７日 第３回子育て支援チーム会議



アドバイザリー会議
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２ これまでの経緯



アドバイザリー会議
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第１回会議（６月２６日）
■開催日：

６月26日（木） １０：００～１１：３０ 桑野教授、青山准教授

７月 9日（火） １３：３０～１５：００ （株）イツノマ 中川さん

■事務局：総合政策部長、総合政策課（麻田、押川、野村、一木）、

図書館（海野、貴田）

■会議の内容

１．あいさつ

２．アドバイザリー会議及びアドバイザー紹介

３．議事

（１）これまでの経緯、基本的事項について

（２）検討体制について

（３）令和７年度の取組内容について

（４）図書館複合施設整備プロジェクト「日向ラボ・ラボ」について

１．基本方針に対する評価

委員からは「現在の図書館の状況や先進事例、そして市民との協働意
識が丁寧に進められている」との評価があり、新施設に対する期待感
が高い状況。

２．質疑応答

○複合施設としての機能決定

（質問）基本構想では、どの施設を複合するか決定する見込みか。

（回答）年内に図書館に複合化する機能を選定する予定。施設の最適
化、稼働率の低い既存施設の機能移転を含めて検討を進めている。

○事業手法について

（質問）ＰＦＩを活用して事業を進める方向か。

（回答）事業手法としては、PPP/PFI（公民連携）を含む複数の選択肢
（直営、公設民営型など）を比較検討中。今年度中に方向性を決定予定。
長期的な視点で「直営 vs 民営」のメリット・デメリットを評価し、適切
な選択を模索中。



アドバイザリー会議
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１ 未来の図書館像とデジタル化の進展
図書館の役割は10～20年後の社会変化を見据えた対応が必要。レンタル事業の衰退が指摘され、
紙媒体の役割やＡＩ技術普及に伴う図書館の利用価値の変遷を考慮。長期的視点で将来的に柔軟に対応で
きる施設計画を立てるべき。

２ ユーザーの期待と基本構想
• 図書館複合施設が市民の期待を集める中、「図書館本来の役割」が後回しにならないよう配慮する必要
性が強調された。

• 図書館の未開拓な利用法を広く市民に認知させる取り組みを継続する必要がある。

３ デジタルとアナログのバランス
• 都市と地方における書籍や体験、居場所の差が指摘され、物理的な接触（書籍や体験）が可能な場所の
重要性が強調される。

• 特に、地域資源が減少する環境下では、書籍や郷土資料など「生」の形で触れる機会の確保が必要。
• デジタル化が進む中でも、2040年を目指したバランス調整が必要であり、向こう20年は紙媒体とデジ
タルの技能を共存させる施設像を目指すべきという考え。



アドバイザリー会議
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４ 学校連携と若者の居場所
• 学校との連携強化：紙媒体の書籍や郷土資料を学校図書館を通じて活用する方針を議論。しかし、現状で
は教育委員会や教員との連携が難しいことが課題。教員の負担軽減や体制整備が不可欠。

• 若者の居場所：部活動の地域移行が進む中、高校生や中高生が放課後や土日に過ごす場所として、図書館
複合施設を活用する可能性が示唆される。

• 具体例として、「ティーンズスタジオ」の設置や趣味・学習ができるスペースが挙げられる。

５ 複合施設としての場所の「呼び名」と機能性
• 理念に基づき、図書館と他施設の「有機的なつながり」が重視されるべき。名称も施設の理念を反映したも
のが大切とされる。

• 海外事例：ヘルシンキの「オーディ図書館」やニューヨークの図書館が参考例として挙げられ、居場所と
しての役割を拡大している図書館の形が紹介される。

６ 学校の現状と将来予測
• 教員採用試験の低迷から、教育環境の大幅な変化が予測される。これにより、学校教育と地域の連携が深化
する可能性がある。特に教員の労働環境改善と地域資源の共有化が重要課題に。

• 具体的な連携方法として、校長やキーパーソンを中心に事例を積み上げる形が主流



アドバイザリー会議
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■開催日：９月2４日（水） １０：００～１１：３０

■アドバイザー：桑野教授、青山准教授、（株）イツノマ 中川さん

■事務局：総合政策課（麻田、押川、野村、一木）、

図書館（海野、貴田）

■オブザーバー：アカデミック・リソース・ガイド 有尾さん

■会議の内容

１．出席者紹介

２．これまでの経緯

（１）第１回アドバイザリー会議

（２）議会報告

（３）市民参画（日向ラボ・ラボ、語る会、アンケート）

（４）先進地視察

３．議事

（１）基本理念・ビジョン・コンセプトについて

（２）子育て支援機能について

４．今後の予定

１．これまでの経緯について

●遊び場体験のコンセプトと参加者の反応は。

・屋内遊び場を要望する意見が多かったため、図書館複合施設に整備
する予定の図書館、子育て支援、遊び場を実証実験で行った。

・「遊びと学び」をテーマに可動式遊具を配置し、動と静、体験をいれた。

・安価な紙コップが人気があったりと事務局の気づきがあった。

●造形遊びは、新聞紙とかでも十分でお金はかけずにできるものもあ
るが、遊びを教えるリーダーなどがいた方が望ましく、そのコストがか
かる。

●遊びに対するスタンスを揃えることが重要。他の施設では、こどもの
遊び場はボールプールとかぬいぐるみだけ置いてあるところもある。
設備ハードは最小限でいいと思う。

●どれくらい学びや成長に軸足を置くかがポイント。どういうコンセプ
トで行うか、年齢によってかなり変わってくる

第２回会議（９月２４日）



アドバイザリー会議
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（２）子育て支援機能について

◼子育て施設集約することで図書館の融合はどういう考え方なのか。
既存の枠組みを超えた「まったく新しい融合」であってもよいの
では。

◼現状の案は単なる子ども支援機能と図書館が「引っ越し」するだ
けの感じられる。５０年後も利用される施設になるため、時代遅
れリスクを回避するための改革が必要。

◼不登校児が約15％いる現状に対応し、図書館が「サードスクー
ル」として機能する可能性を示唆。

◼天理市のアートスクールや居場所づくりの事例のように、大規模
投資に見合う課題解決機能の実装が求められる。

◼AIを活用した選書システム（例：ヨンデミー）により、読書意欲
の低い子どもにも対応可能。

◼遊び場は有料化せず、より開放的で無料の場にすべき。

（１）基本理念・ビジョン・コンセプトについて

◼ 利用者の対象は「市内」だけでなく「関係人口」に広げるべき。

◼ 市外や県外の人々も含め、図書館同士がネットワークでつながる
ことで全国規模の連携が可能になる。

◼ 民間視点からは、目を引く明確なターゲット設定とわかりやすい
言葉遊びが重要。

◼ 今まで図書館に来たことがない人が、行きたくなるようなビジョ
ン。「おにクル」「みるる」など、市民が直感的にワクワクする具体
的なビジョンが必要。

◼ 「圧倒的に文化がない」という現状の不満を解消する刺激的で新
鮮なビジョンを掲げるべき。

◼ 「人づくり」「地域づくり」「まちづくり」といった言葉は似通ってい
るため、コンセプトはもっとシンプルにまとめるべき。コンセプト
を決めすぎず、柔軟に運用することも大切。



議会全員協議会
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２ これまでの経緯



市民参画
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２ これまでの経緯



市民参画（日向ラボ・ラボ）
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市民参画（第３回日向ラボ・ラボ ９月２７日）
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市民参画（第４回日向ラボ・ラボ 11月29日・12月14日）
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新しい図書館を語る会
（意見交換会）
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２ これまでの経緯



図書館・生涯学習チーム
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３ 策定作業の進捗状況



（１）蔵書規模について

◼蔵書規模
◼日向市立図書館の蔵書数 175,931冊（市民一人あたり 3.12冊）

県内８位※開架 100,209冊（図書館74,173冊 公民館図書室 26,036冊）

◼同規模自治体と比較すると平均的。人口減少を考慮すると、蔵書規模は
同程度でよい。

◼新しい図書館では、以下の視点で計画的な準備を進める。
①開架冊数の増加
②ゆとりある書架スペース
③新しい図書との入れ替え等

⇒《arg設定:数値目標》
1. 人口1人あたり蔵書数現状3.07冊→目標3.30〜5.00冊
2. 開架率現状49%→目標63〜83%
3. ㎡あたり蔵書数現状124.7冊/㎡ →目標77.4〜104.8冊/㎡
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■コミュニティ・アーカイブ・ラボラトリー
“地域や関心・属性などさまざまなコミュ
ニティについて、そこに関わる人々が中
心となり記録・収集する取り組みを「コ
ミュニティ・アーカイブ」と呼び、その意味
や可能性について探る仮想の研究室で
す。”



（１）蔵書規模について

⇒《arg提案：目標水準に基づく蔵書規模の算出》

1.長期目標（2050年度）の基本蔵書数の算出

目標総蔵書数（2050年度）=44,000人×5.00冊/人=220,000冊

2.開架率の算出 目標開架冊数（収容可能量）=194,000冊×開架率80%=155,200冊

3.蔵書規模からの専有面積の算出

図書館専有面積=蔵書数194,000冊÷ 77.4冊/㎡=2,506㎡（図書館諸室を含む面積）

目標開架冊数（収容可能量）=194,000冊×開架率80%=155,200冊

⇒《arg提案：段階的な蔵書規模目標》

開館時（2031年度） 170,100冊

中期目標（2040年度）184,700冊

長期目標（2050年度）194,000冊

20

arg提案
＜目標＞ 「知る・学ぶ・創る・参加する」の循環を生み持続させる

図書館を拠点に、市民が主体的に関わり続ける。
新しい学びと創造の生態系をつくるための日向市ならではの

プログラム



（２）若山牧水ライブラリーの整備
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事業者提案
＜日向市の意見＞
• 若山牧水記念文学館との役割分担を明確

にしたい。
• 牧水や短歌に興味を持つきっかけとなる

ようなライブラリー構成としたい。
• 牧水短歌甲子園や牧水短歌賞など、近年

の短歌ブームの作品も展示することで若
い人にも興味を持ってもらえる工夫が必
要。

• 現在の図書館にも牧水の資料を展示して
いるが、貴重資料のため管理方法も検討
する必要がある。



（３）郷土資料・文化財の展示機能について
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＜文化財の展示機能＞
✓ 文化財は「保存」と「活用」が重要であり、図書館複合施設では「文化財の活用」を行う。
✓ 図書館複合施設における文化財の展示機能としては、小さな専有スペースを使った「スポット
展示」又は共有スペースを使った「企画展示」で文化財の活用を行う。（大規模な専有スペー
スが必要な「常設展示」は実装しない）

✓ 展示機能の配置は、図書館の入口など人が必ず通る場所に配置することが効果的。
✓ 一方、展示を行う文化財の選定については、現状の「文化財の保存」の状況を踏まえ、何を保
存し、どう活用していくのかといった基準が必要。

✓ その他、文化財の保存機能については、現状の保管状況が芳しくないため、既存の公共施設の
整理や見直しも含めて別途協議が必要。（東郷文化センターは雨漏れ、温度・湿度管理機能が
ない）

＜郷土資料の展示機能＞
✓ 郷土資料の展示機能の在り方については継続した検討が必要。

＜デジタルアーカイブの活用＞
✓ 文化財に関するデジタルアーカイブは、まずは動画アーカイブについて取り組む。その他コン
テンツは取組に必要な事項やスケジュールについて整理を行いながら順次取り組む。



＜参考＞荒尾市図書館
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郷土の特色（祭り衣装の展示） （上）小代焼きの海の生き物
（下）郷土資料、展示コーナー

干潟をイメージした
児童コーナー、船型の書架



＜参考＞菊池市図書館・荒尾市図書館
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（左）菊池市図書館

・市内の文化財の写
真と説明文を掲載。
・タッチパネルで分
野を選択できる。
・コンテンツは更新
を行い、随時追加し
ている。

（右）荒尾市図書館

・市内各地区で行わ
れる郷土芸能の踊り
などを動画で掲載し、
説明文を字幕で表示。
・年に１回にしか見
ることのできないも
のなどが確認できる。



子育て支援チーム
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３ 策定作業の進捗状況



事業分野・推進事業等について

＜事業分野＞

（仮称）みんなで支え育て 育ちあうまちひゅうが事業

【推進事業】

（１）こども家庭センターひなたの森（健康管理センター）※移転

（２）母子保健（健診）事業（健康管理センター）※移転

（３）地域子育て支援拠点事業（商工会議所１階）※移転拡充

（４）一時預かり機能※新規

（５）ファミリー・サポート・センター事業（商工会議所１階）※移転拡充

（６）屋内遊び場 ※新設

26

※地域子育て支援拠点事業：地域子育て支援センター事業（一般型・連携型）等の総称

保育所等で行われているリフレッシュや冠婚葬祭の為の「一時預かり」と、
複合施設でのイベント等による短期利用の「一時預かり」を考えている。



屋内遊び場（新設）機能の集約

27

（新設）体を動かせる遊具
統合「たんぽぽきっず（57㎡)

＜屋内遊び場＞
最大 ４００㎡程度
ターゲットは未就学児
可動式。「動」と「静」の遊具。
ごっこ遊び、体験型ワークショップ
親子で読書。読み聞かせができるス
ペースを設ける。

（新設）知育玩具



複合施設チーム
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３ 策定作業の進捗状況



事業手法チーム
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３ 策定作業の進捗状況



公共施設等におけるＰＰＰ／ＰＦＩ導入ガイドライン
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ガイドラインに基づく検討の流れ

① 対象事業の該当の有無

② ＰＰＰ／ＰＦＩ手法の適合性検討
（定性評価）

③ 適切なＰＰＰ／ＰＦＩ手法の選択

④ 簡易な検討（定量評価）

⑤ 詳細な検討（導入可能性調査）

①

②

③

④

⑤



（１）ビジョン・コンセプトについて
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４ 議事



理念、ビジョン、コンセプトの関係性

32

Ａｒｇ
提供資料



基本理念 ※「日向市図書館複合施設基本方針」より

理念

ビジョン

コンセプト

「学びの種をまき、創造の芽を育て、希望の実を結ぶ 市民のサードプレイス」

（１）図書館複合施設の基本理念

、新しい図書館複合施設は、「知の拠点」である図

書館を核として、こどもや子育て世代、若者をターゲット

に定め、学びや交流の場や子育てを支える環境づくりを

目指します。また、市民の「第三の居場所（サードプレ

イス）」として、誰もが安心して快適に過ごせる場所を

提供します。

以上の背景から、新しい図書館複合施設は、「学びの種

をまき、創造の芽を育て、希望の実を結ぶ 市民のサードプ

レイス」を基本理念とし、すべての世代が集い、成長できる場

を提供します

33



ビジョン・コンセプトに関する意見

◼委託事業者

「知の森づくり」多くの図書館で使用されている表現。

「日向市らしさ」が伝わるような表現にした方がいいのでは。

◼アドバイザー

図書館に行ったことのない市民が行きたくなる、ワクワクするような
表現の方がよいのでは。

34

ビジョン・コンセプトについては、これまでの基本方針、市民アン
ケート、ワークショップ、ラボラボの結果等を踏まえ、再検討とする。

ターゲット（こども、子育て世代、若者）を意識したビジョンが必要



（最終案）好きが見つかる私の居場所～ゆっくり流れるひなた時間～

35

➢ 目指す姿
1. 好きが見つかる：学びや創造を通じて、個人の興味や関心（好き）を掘り起こし、新たな活動や自己表現

（創造の芽）へつなげる機能を示す。
2. 私の居場所：理念の核である「市民のサードプレイス」を、より個人的で愛着のある場所（若者や子育て

世代など、様々な人にとっての安心して過ごせる場所）として具体化する。
3. ゆっくり流れるひなた時間：日向市の温暖な気候や自然といった地域特性を空間デザインに取り入れ、安

心とくつろぎを提供する時間の流れを表現する。
➢ 具体的な価値・役割（内容の説明）
この施設は、単なる図書館や公共施設ではなく、「好き」という個人の想いや好奇心を尊重し、
✓ 新しい知識や体験との出会い
✓ 学びや活動の発展・深化
✓ 仲間や情報の集約
✓ 心からくつろげる空間

を、多世代・多様な市民が自由に享受できる“共創の場”です。
➢ 市民・利用者への寄り添い
子どもから高齢者まで、どなたでも気軽に訪れ、自分のペースで「好き」を見つけ、広げ、集め、くつろげる
——そんな「自分の居場所」として、人生の様々な場面で寄り添い続けることが、この施設の基本理念です。

➢ 第１回 日向ラボ・ラボ：ワークショップ参加者の意見より

「好きが見つかる図書館」×「毎日行きたいお気に入りの場所」

→「好きが見つかる私の居場所」



（コンセプト）１１／２８日向市提案

36

コンセプト 説明文 事業提案

出会う ここでは、まだ知らなかった「好き」との出会い
が待っています。多彩な本や体験プログラム、
ワークショップを通じて、新しい興味やワクワク
を発見できる場所です。はじめてのことにも気軽
に挑戦できる環境を大切にしています。

• テーマ別体験ワークショップ（科学、アート、音楽など）
• 新刊や注目ジャンルの展示コーナー設置
• 「はじめての〇〇」入門講座（プログラミング、園芸、料理な
ど）

• こども向け「好き発見ラボ」（遊びながら学べる体験型スペー
ス）

広げる 見つけた「好き」をもっと深め、広げていく場で
す。専門的な資料や講座、交流の機会を通じて、
興味を追求しながらスキルや知識を高められます。
仲間と共に学び合い、好きの輪を広げることで、
新たな発見や創造が生まれます

• 専門テーマの講座シリーズ（文学、歴史、テクノロジーなど）
• 好きな分野の読書会・研究会の開催支援
• 地域の専門家やクリエイターによるトークイベント
• オンライン学習プラットフォームとの連携講座

つながる 同じ「好き」を持つ人々が自然に集まり、交流し、
つながる場所です。趣味のグループやコミュニ
ティ活動を支援し、情報交換や共同活動を通じて、
地域のつながりと活力を育みます。多様な世代や
背景の人が交わることで、新しい価値が生まれま
す。

• 趣味・関心別サークル活動の支援・マッチング
• 地域交流イベントの企画・運営（フェスティバル、展示会、発表
会など）

• 共創スペースの提供（ものづくり工房、シェアスタジオなど）
• SNSやコミュニティアプリを活用した情報発信・交流促進

くつろぐ 好きなことを楽しみながら、ゆったりと過ごせる
心地よい空間です。読書や創作、リラックスでき
る環境を整え、誰もが自由に自分の時間を楽しめ
る「私の居場所」として、心豊かな時間を提供し
ます

• 多様なシーティングやリラックススペースの設置
• カフェや軽食コーナーの運営
• クリエイティブワークショップ（絵画、手芸、執筆など）の定期
開催

• 静かな読書タイムや瞑想・リラックスプログラムの導入
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AI整理
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（２）子ども・若者の居場所
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９ 協議事項



検討すべき事項

〇基本理念

「新しい図書館複合施設は、「知の拠点」である図書館を核として、こどもや子育て世代、若者をターゲット
に定め、学びや交流の場や子育てを支える環境づくりを目指します。 」

〇ビジョン

「好きが見つかる私の居場所」（仮）

42

基本理念やビジョンを踏まえ、「子ども」「若者」の居場所とな
るために、図書館（又は複合施設）が果たす役割（ミッション）
を考える。



他市の事例・特徴
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３ 協議事項 （２）子ども・若者の居場所



大阪府茨木市 茨木市文化・子育て複合施設おにクル

日向市総合政策部総合政策課図書館複合施設準備係 44

跡地エリア全体のキーコンセプト：
育てる広場

施設整備のコンセプト：
縦の道「日々何かが起こり、誰かと出会う」



大阪府茨木市 茨木市文化・子育て複合施設おにクル

日向市総合政策部総合政策課図書館複合施設準備係 45



岐阜県岐阜市 みんなの森ぎふメディアコスモス

日向市総合政策部総合政策課図書館複合施設準備係 46

書架：大人用約150cm、こども用約
120cmと低く、見通しのよい空間。

私たちが大切にしたいこと：「子どもの声は未来の声」

私たちの図書館では、本を通じて子どもたちの豊かな未来へとつながる
道を応援したいと考えています。就学前のお子さまから、小中学、高
校に至るまで、子どもたちの育ちを末永く見守る場所でありたいと思う
のです。だから、。来館されたみなさまも、どうぞその私たちは館内
で小さなお子さまが少しざわざわしていたとしても、微笑ましく親御さ
んたちといっしょに見守りますような考え方をもった図書館だとご理解
いただければありがたいです。そして、小さなお子さまのお父さま、お
母さまにもお願いです。ここは公共の場所です。遊び場、運動場ではあ
りませんので、公共の場所でのマナーをお子さまに教えていただく場と
してもご活用いただければ幸いです。
みんなでお互い様の気持ちを持ち寄る場所にしていきましょう



岐阜県岐阜市 みんなの森ぎふメディアコスモス

日向市総合政策部総合政策課図書館複合施設準備係 47

YA専用席
YANG（ヤングアダルト）交流掲示板
～心の叫びを聞け！！～

若者の興味を引くコーナーづくり



和歌山県海南市 海南nobinos

日向市総合政策部総合政策課図書館複合施設準備係 48

１F児童書 ５万冊 ２F 秘密基地

いろんな居場所 楽屋兼用会議室 卓球可能・壁がボルダリング

１F 飲食可能エリア



東京都荒川区「ゆいの森あらかわ」
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柳田邦男えほん館。「絵本は人生に三度」。子どもから大人まで手に取りやすいように１階に配置。



東京都荒川区「ゆいの森あらかわ」
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体験キット

ティーンズコーナー



新潟県長岡市 米百俵プレイス「ミライエ長岡」

日向市総合政策部総合政策課図書館複合施設準備係 51

美術や建築など、デザイン系の珍しい高価な
図書を配架している。

利用者が過ごしやすいよう、イスやテーブルも
様々なものが配置されている。



新潟県長岡市 米百俵プレイス「ミライエ長岡」

日向市総合政策部総合政策課図書館複合施設準備係 52

「ものづくりラボ」に３Ｄプリンター、レーザー
カッターを配備。長岡市内には技術科大学や
造形大学など４年生大学が４校あり、大学生
が小学生に使い方を教えるといった光景が見
られる。

天井が2階分の高さがあり、ゆったりとした雰
囲気。イスやカーペットの色により明るく・落
ち着いた印象



〇宮前図書館TEENSルーム 実証実験（NPOカタリバ）

53

https://www.katariba.or.jp/magazine/article/report250609/

カタリバユースセンター起業塾事務局：野村美里さん 講演資料より

図書館に“10代の居場所”を開く意義とは？現場担当者、専門家と考
える、公共施設における居場所事業の可能性



〇宮前図書館TEENSルーム 実証実験（NPOカタリバ）
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〇宮前図書館TEENSルーム 実証実験（NPOカタリバ）
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✓ 中高生を対象とした宮前図書館の「TEENSルー
ム」の開室準備が始まったのは、2024年8月。
カタリバはこれまでの知見を生かしながら、居
場所の空間や取り組みの設計を支援してきまし
た。10月の開室から3カ月間はカタリバのスタッ
フが現場の運営に関わり、次の3カ月は図書館の
司書、ボランティアの方々に運営を引き継いで
いきました。

✓ 宮前図書館は3階建てで、1・2階に図書コーナー、
3階には読書や学習のための読書室、講座室があ
ります。実証期間中は、TEENSルームは空いて
いる時間の多い講座室を利用し、月、水、土に
開室しました。

✓ 自習や交流のためのスペースを提供し、子ども
たちはおしゃべりをしながら学習したり、コ
ミックやボードゲームなどを手にくつろいだり。
スタッフは、その姿を見守るほか、子どもたち
からの悩み事や進路の相談に乗ることもありま
した。
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〇宮前図書館TEENSルーム 実証実験（NPOカタリバ）
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宮前図書館は周辺に小中学校があるため、もともと中高生の利用率が高く、試験前には読書室で自習をし
に来る中高生も数多く見られました。こうした中で、宮前図書館館長の小野貴士氏は、「私語厳禁の読書
室以外に、話しながら学習したり、グループワークができたりする場所があってもいいのでは、と考えて
いた」と言います。

「実際に、TEENSルームはグループ学習のニーズを持つ子どもたちに特に喜ばれ、もっと開室してほしい
という声も届いています。ただ、図書館員の中には『TEENSルームは図書館や図書館員がやる仕事ではな
いのでは』『中高生とどう接すればいいのかわからない』と話す者もおり、難しさも感じています」（小
野氏）

現在、毎週水曜日に開室しているTEENSルーム。担当者である司書の須藤凛花さんは、中高生の呼び込み
にも課題感を感じています。

「講座室は場所が奥まっているためポスターやチラシだけでは気づきにくく、またSNSでの告知も利用者
の年齢制限により届かないケースもあり、集客には苦戦しています」（須藤氏）

それでも「中高生と直接話せる場があることで、ニーズを捉えることができるようになった」と須藤氏。
実証事業を通して、図書館の利用者が増え、図書館が地域の情報ハブとなっていくためにも、10代の居場
所づくりは重要な役割を果たすだろうと話しました。



○柏市 中高生の広場
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子ども・子育て支援施設「TeToTe」内



○柏市 中高生の広場（利用者アンケート）
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「『中高生の広場』があるのは、柏駅徒歩3分にある市の
複合施設内の5階。ワンフロアをカフェエリア、わいわい
エリア、ほっこりエリア、プレイエリア、学習エリアの
5つに分け、さまざまな用途で使ってもらえるように工
夫しました」（長谷川氏）
飲み物を片手に友だちや大学生スタッフとおしゃべりが
できるカフェエリアでは、約30種類の飲み物を用意。プ
レイエリアには、ボードゲームやカードゲームを約40種
類設置しています。
「単純ですが、こうして数を揃えることが、利用者のリ
ピートや口コミにつながっているようです」（長谷川
氏）
実際、開設3ヶ月で利用登録者数は1,950人、利用者数
は約8,300人。平均して1日100人が利用し、特に土
曜・日曜や学校が早く終わる日、テストが終わった週な
どは利用者が多い傾向にあります。
「居場所の運営には中高生の意見を反映し、主体性を尊
重することを大切にしてきました。開設前に中高生世代
モニターの声を丁寧にヒアリングしてフロアづくりに反
映させたほか、現在では10人ほどの中高生に『つなきち
運営委員会』に参加してもらい、利用者へのヒアリング
やルール作り、機能や備品の配置、イベントの企画・運
営などについて月に一度、話し合っています」（長谷川
氏）



５ 今後のスケジュール
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